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平成 27 年 5月号　No.62

今月のみどころ
・平成 27年度当初予算
・増穂西小学校閉校記念式典
【くらしのカレンダー】
・�ますほ児童センターまつり＆
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　町の予算をより身近に感じていただくために、一般会計予算を家計簿の形にしてみました。金額
の単位は、「千万単位」を「万円」に置き換えてあります。早速見てみましょう。

　一家の収入は、主に給料で、それ
にパート収入や雑収入を加えた合計
は521万円です。しかし、それだけ
では賄えず、貯金の取り崩しや金融
機関からの借り入れで賄っていま
す。楽な家計ではありませんが、そ
の中でも、子どもの教育や医療費、
防災対策などによる修繕を確保して
います。また、ローン残高を減らす
努力をしています。
　現在の経済状況から、諸手当が
減っていくことが考えられるため、
給料全体が増加することは見込めま
せん。そのため、支出を工夫して、
経費を節約しながら、最少の経費で
最大の効果があげられるように事業
を計画しています。

72億5,243万3千円72億5,243万3千円
平成27年度当初予算

一般会計は、72億5,243万3千円  対前年比6.2％増

　
平
成
27
年
度
の
町
の
当
初
予
算
は
、
一
般
会
計
総
額
72
億
5
，2
4
3
万
3
千

円
で
、
骨
格
予
算
を
編
成
し
た
昨
年
度
の
当
初
予
算
と
比
べ
6
・
2
％
の
増
と
な

り
、
13
特
別
会
計
・
1
企
業
会
計
総
額
57
億
3
，8
4
2
万
6
千
円
と
、
合
わ
せ

て
1
2
9
億
9
，0
8
5
万
9
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
予
算
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
お
い
て
も
、「
第
1
次
富
士
川
町

総
合
計
画
」
に
定
め
た
6
つ
の
基
本
目
標
を
中
心
に
、
定
住
促
進
事
業
や
地
方
創

生
事
業
の
展
開
を
進
め
る
と
と
も
に
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
防
災
・
防
犯
体
制

の
整
備
拡
充
な
ど
の
諸
施
策
を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
、
徹
底
し
た

行
財
政
改
革
の
着
実
な
実
行
に
努
め
、
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
に
よ
る
行
政
の

効
率
化
を
図
っ
た
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
27
年
度
の
町
の
予
算
の
詳
細
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

会　　計　　名 予　算　額 前年度比
一　般　会　計 72億 5,243 万 3千円 6.2 ％
特　別　会　計 54億 1,158 万 4千円 5.9 ％
国民健康保険 21億 85万 1千円 18.1 ％
後期高齢者医療 3億 5,549 万 2千円 0.5 ％
介護保険 17億 9,960 万 6千円 2.0 ％
介護サービス事業 1億 506 万 1千円 1.2 ％
奨学金 72万円 0.0 ％
簡易水道事業 2億 5,960 万 8千円 76.2 ％
下水道事業 7億 6,967 万円 △ 18.2 ％
営農飲雑用水事業 373 万円 5.5 ％
箱原農業集落排水事業 1,363 万 2千円 4.3 ％
鹿島財産区 5万円 0.0 ％
カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区 53 万 1千円 3.3 ％
峡南地区ことばの教室共同設置 173 万 3千円 0.0 ％
峡南地区充指導主事共同設置 90万円 △ 0.4 ％
公営企業会計 3億 2,684 万 2千円 △ 21.2 ％
水道事業 3億 2,684 万 2千円 △ 21.2 ％

富士川さんちの家計簿富士川さんちの家計簿

【収　入】
給料� 494 万円
　⎧基本給（町税）� 139 万円
　⎨諸手当（交付税など）
　⎩� 355 万円
パート収入（負担金、使用料な
ど）� 18 万円
雑収入� 9 万円
金融機関からの借り入れ
（町債）� 60 万円
貯金の取り崩し（繰入金）
� 137 万円
前年度の残金（繰越金）
� 7 万円
合　計� 725 万円

【支　出】
食費（人件費）� 134 万円
医療費（扶助費）� 82 万円
公共料金、生活用品など（物
件費）� 121 万円
保険料、交際費など（補助費
など）� 97 万円
ローンの返済� 82 万円
家の改築、修繕など（普通建
設事業費など）� 79 万円
子どもへの仕送りなど（繰
出金、貸付金）� 130 万円

合　計� 725 万円
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歳　　　　　　　　入
町 税 13億 8,971 万 9千円
地 方 交 付 税 22億円
国 ・ 県 支 出 金 10億 5,863 万 9千円
使 用 料 及 び 手 数 料 9,822 万 8千円
分 担 金 及 び 負 担 金 8,364 万 5千円
町 債 6億 440 万円
繰 入 金 13億 7,210 万 4千円
そ の 他 4億 4,569 万 8千円

歳　　　　　　　　出
議 会 費 8,781 万 7千円
総 務 費 9億 7,379 万円
総 務 管 理 費 5億 2,896 万 9千円
徴 税 費 1億 67万 3千円
戸籍住民基本台帳費 2,883 万円
選 挙 費 903 万 2千円
企 画 費 2億 1,918 万 1千円
統 計 調 査 費 781 万円
監 査 委 員 費 44万 4千円
文 化 ホ ー ル 費 7,885 万 1千円
民 生 費 22億 155 万 8千円
社 会 福 祉 費 14億 2,484 万 1千円
児 童 福 祉 費 7億 7,671 万 7千円
衛 生 費 6億 5,653 万 4千円
保 健 衛 生 費 3億 9,333 万 5千円
清 掃 費 2億 6,319 万 9千円
労 働 費 800 万円
農林水産業費 2億 8,227 万円
農 業 費 2億 2,846 万 5千円
林 業 費 1,626 万 8千円
地 籍 調 査 費 3,753 万 7千円
商 工 費 1億 4,979 万 8千円
土 木 費 9億 6,265 万 9千円
土 木 管 理 費 4,163 万 4千円
道 路 橋 梁 費 3億 1,609 万 8千円
河 川 費 731 万 5千円
都 市 計 画 費 4億 3,236 万 3千円
住 宅 費 5,916 万円
東 部 開 発 費 1億 608 万 9千円
消 防 費 3億 4,126 万 6千円
教 育 費 6億 8,584 万 2千円
教 育 総 務 費 2億 2,404 万 4千円
小 学 校 費 1億 4,520 万 8千円
中 学 校 費 9,473 万円
社 会 教 育 費 6,218 万 7千円
保 健 体 育 費 8,654 万 6千円
学 校 給 食 費 5,603 万 4千円
町 民 会 館 費 1,709 万 3千円
災 害 復 旧 費 335 万円
公 債 費 8億 1,762 万円
諸 支 出 金 7,492 万 9千円
公 営 企 業 費 859 万 8千円
基 金 費 6,633 万 1千円
予 備 費 700 万円

〈歳入予算の用語説明〉
町　　　税…�町民税・固定資産税など皆さんが町に納

める税金
地方交付税…�所得税など国が徴収した税金の中から、

町の財政状況に応じて交付されるお金
国・県支出金…�事業など特定の目的の財源として、国や

県から支出されるお金
町　　　債…�町が事業を行うときに国や金融機関な

どから借り入れるお金
繰　入　金…�一般会計、特別会計、基金の会計間にお

けるお金の移動を表す言葉
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■　総務費・消防費　■
峡南広域行政組合に関する費用� 3 億 6,481 万 8千円

議会・総務費� 1,670 万 7千円
計算センター� 3,457 万 6千円
広域ネット� 678 万 3千円
電算システム� 4,415 万 4千円
老人ホーム（民生費）� 840 万 3千円
障害程度区分認定（民生費）� 130 万 8千円
消防費� 2 億 5,288 万 7千円

中山間地域住宅用地取得費補助金� 480 千円
地域力創造交付金� 1,040 万円
コンビニ交付システム負担金� 441 万 6千円
デマンドバス・代替バスなど生活推進費� 7,364 万 2千円
文化ホール運営費� 1,847 万 5千円
消防団運営費など非常備消防費� 2,267 万 2千円
防災行政無線保守業務� 630 万 5千円

■　民　生　費　■
養護老人ホーム入所措置費� 2,736 万円
重度障害者（児）日常生活用具給付� 444 万円
子ども医療費� 5,677 万 2千円
児童手当� 2 億 2,050 万円
保育所総務費� 3 億 3,464 万 3千円
子育て世帯臨時特例給付金� 864 万 8千円
児童館管理費� 2,639 万 8千円

■　教　育　費　■
鰍沢中学校屋内運動場アリーナ他天井改修工事� 6,804 万円
増穂小学校給食室耐震補強工事� 316 万 5千円
中部体育館屋根防水工事� 1,474 万 2千円
最勝寺公民館新築工事補助� 1,900 万円
町民会館管理費� 1,709 万 3千円
町内小中学校給食費� 5,603 万 4千円

■　衛　生　費　■
肺炎球菌ワクチンなど予防接種� 4,046 万 3千円
特定健康診査など健康診査業務� 4,789 万 9千円
妊婦・乳幼児健康診査など� 1,010 万 9千円
リサイクルステーション設置事業� 334 万 7千円
一般廃棄物収集業務委託など� 8,196 万 2千円
中巨摩地区広域事務組合負担金� 1 億 139 万 5千円
三郡衛生組合負担金� 6,728 万 2千円
峡南医療センター企業団運営負担金� 1,056 万 1千円

■　農林水産業費・商工費　■
クロスカントリー・ウォーキング大会� 100 万円
新規就農総合支援事業� 300 万円
中山間地域総合整備事業� 5,405 万 5千円
農地環境整備事業� 1,163 万円
活性化施設費� 165 万 5千円
林道舗装工事� 475 万円
登山道整備業務� 529 万 1千円
ふるさと自然塾事業費� 632 万 1千円

■　土　木　費　■
富士川公園線など道路改良舗装費� 1 億 2,450 万円
大椚大久保線など道整備交付金事業� 9,401 万 6千円
下水道事業特別会計繰出金� 3 億 9,340 万 9千円
住宅管理費� 5,916 万円
町民交流広場建設工事� 6,400 万円
橋梁長寿命化橋梁補修工事� 4,100 万円
大法師公園桜植栽工事� 200 万円
景観計画策定業務� 240 万 5千円

一般会計　おもな歳出内容

◀
昨
年
12
月
に
行
わ
れ
た
ゆ
ず
の
里
ス
ー

パ
ー
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
＆
絶
景
ウ
ォ
ー
ク

大
会

◀
県
内
初
の
円
形
交
差
点
に
改
良
さ
れ
る
富
士

川
病
院
西
交
差
点

◀
定
住
促
進
の
た
め
の
中
山
間
地
域

住
宅
用
地
取
得
費
補
助
金

◀
天
井
改
修
が
行
わ
れ
る
鰍
沢
中
学
校

屋
内
運
動
場
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平
成
26
年
度
に
町
か
ら
叙
勲
、
県

政
功
績
を
受
章
（
賞
）
さ
れ
た
方
を

紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
名
誉
町
民
の
称
号
を
贈
ら

れ
た
長
澤
利
久
氏
は
、
広
報
「
ふ
じ

か
わ
」
4
月
号
2
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い

た
し
ま
し
た
。

旭
日
小
綬
章

◆
金
融
業
功
労

　
昭
和
41
年
に
株
式
会
社
山
梨
中
央

銀
行
に
入
行
さ
れ
、
各
支
店
の
支
店

長
を
経
て
平
成
15
年
か
ら
同
行
取
締

役
に
就
任
、
平
成
18
年
か
ら
同
行
代

表
取
締
役
専
務
、
平
成
19
年
か
ら
同

行
代
表
取
締
役
頭
取
を
歴
任
し
、
平

成
23
年
か
ら
同
行
代
表
取
締
役
会
長

を
務
め
、
永
き
に
わ
た
り
地
域
経
済

の
発
展
と
産
業
振
興
に
尽
力
さ
れ
て

い
る
。

　
ま
た
、
頭
取
時
代
の
4
年
間
は
、

山
梨
県
銀
行
協
会
の
会
長
と
し
て
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
努
め
、
金
融

業
界
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

旭
日
双
光
章

◆
地
方
自
治
功
労

　
長
年
に
わ
た
り
、
増
穂
町
議
会
議

員
、
増
穂
町
長
と
し
て
町
政
の
発
展

に
貢
献
し
た
。
特
に
「
豊
か
な
自
然

が
残
る
町
の
環
境
を
後
世
に
引
き
継

い
で
い
き
た
い
。」と
の
強
い
思
い
か

ら
、
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
に
、

住
民
・
事
業
者
・
行
政
の
協
働
で
行

動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

地
球
温
暖
化
対
策
地
域
協
議
会
を
設

立
し
て
、
環
境
施
策
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
増
穂
ふ
る
さ
と
自
然
塾
を

完
成
さ
せ
、
環
境
学
習
の
拠
点
整
備

に
尽
力
し
た
。

　
ま
た
、
増
水
時
へ
の
避
難
誘
導
を

円
滑
に
進
め
る
こ
と
を
念
頭
に
富
士

川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し

て
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

た
め
の
取
り
組
み
を
早
く
か
ら
行
う

な
ど
地
方
自
治
の
発
展
お
よ
び
住
民

福
祉
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。

旭
日
双
光
章

◆
食
品
加
工
業
振
興
功
労

　
長
年
に
わ
た
り
、
菓
子
製
造
に
従

事
し
、
こ
れ
ま
で
主
力
製
品
で
あ
っ

た
甲
斐
玉
飴
の
製
造
法
を
改
良
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
山
梨
を
代
表
す
る
製

品
に
育
て
あ
げ
た
。

　
ま
た
、
嗜
好
の
変
化
を
敏
感
に
と

ら
え
、
洋
菓
子
や
和
菓
子
の
分
野
に

も
進
出
し
、
経
営
の
安
定
化
を
図
っ

た
。
さ
ら
に
地
域
貢
献
の
た
め
、
富

士
川
舟
運
を
も
と
に
数
々
の
商
品
開

発
を
行
う
と
と
も
に
、
郷
土
料
理
で

あ
る
「
み
み
」
の
体
験
工
房
「
つ
く

た
べ
か
ん
」
の
創
設
な
ど
に
尽
力
さ

れ
、
町
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し

た
。

県
政
功
績
者

地
方
自
治
功
労

　
長
年
に
わ
た
り
、
町
議
会
議
員
と

し
て
、
町
政
の
発
展
に
貢
献
し
た
。

特
に
、
市
町
村
合
併
前
の
増
穂
町
議

会
の
最
後
の
議
長
と
し
て
鰍
沢
町
と

の
合
併
に
尽
力
し
、
富
士
川
町
の
誕

生
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

　
ま
た
、
富
士
川
町
議
会
の
初
代
議

会
改
革
特
別
委
員
会
委
員
長
と
し

て
、
町
民
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た
め

町
内
全
16
区
に
赴
き
、
議
員
と
の
地

区
懇
談
会
の
開
催
や
、
一
般
質
問
を

休
日
に
行
う
議
会
開
催
な
ど
、
旧
町

の
習
慣
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、

富
士
川
町
議
会
の
新
た
な
構
築
に
尽

力
し
た
。

県
政
功
績
者

産
業
功
労

　
長
年
に
わ
た
り
、
建
設
業
に
従
事

す
る
と
と
も
に
、
山
梨
県
建
設
業
協

会
常
任
理
事
、
副
会
長
な
ど
の
要
職

に
あ
っ
て
、
会
員
の
資
質
向
上
や
経

営
の
近
代
化
を
図
る
た
め
の
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
業
界
の
発

展
や
会
員
の
育
成
に
尽
力
し
た
。

　
ま
た
、
労
働
災
害
の
防
止
で
は
、

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
山
梨
県

支
部
長
と
し
て
、
会
員
へ
の
安
全
教

育
の
徹
底
を
積
極
的
に
行
う
な
ど
、

本
県
の
社
会
基
盤
整
備
に
尽
力
し
た
。

平
成
26
年
度
叙
勲
・
県
政
功
績
受
章
者
紹
介

平
成
26
年
度
叙
勲
・
県
政
功
績
受
章
者
紹
介

芦 　敏久 氏
（青柳町）

河西榮三郎 氏
（𣇃米）

志村　武彦 氏
（鰍沢南）

永井　寛子 氏
（青柳町）

井上　和夫 氏
（小室）
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町
の
1
人
あ
た
り
の
年
間
医
療
費

は
、
山
梨
県
内
27
市
町
村
の
う
ち
、

平
成
24
年
度
は
高
い
方
か
ら
17
番

目
、
平
成
25
年
度
は
10
番
目
の
金
額

に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
2
年
間
の
町
全
体
の
医
療
費

を
比
較
す
る
と
…

◆
平
成
24
年
度

�

約
10
億
4
9
0
0
万
円

◆
平
成
25
年
度

�

約
11
億
4
0
0
0
万
円

　
9
1
0
0
万
円
の
増
加

　
こ
れ
に
対
し
て
、
平
成
25
年
度
の

1
人
あ
た
り
の
国
民
健
康
保
険
税
額

は
、約
9
3
，0
0
0
円
で
県
内
で
は

20
番
目
の
金
額
で
す
。

　
現
在
の
税
率
の
保
険
税
で
は
加
入

者
の
皆
さ
ん
の
医
療
費
を
支
払
う
こ

と
が
困
難
と
な
り
ま
す
。
今
後
も
医

療
費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、

国
保
の
健
全
な
運
営
を
確
保
す
る
た

め
に
、
平
成
27
年
度
に
お
い
て
税
率

な
ど
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

　
保
険
税
は
、
こ
れ
ま
で
所
得
割
・

資
産
割
・
均
等
割
・
平
等
割
の
4
方

式
に
よ
り
課
税
し
て
き
ま
し
た
。
均

等
割
、
平
等
割
に
は
所
得
に
応
じ
た

軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
が
、
資
産
割

に
は
そ
の
よ
う
な
措
置
が
な
く
、
所

得
の
低
い
方
に
配
慮
す
る
と
い
う
現

在
の
課
税
方
式
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
資

産
割
を
廃
止
し
、
所
得
割・均
等
割・

平
等
割
の
3
方
式
に
改
正
し
ま
す
。

　
加
入
者
の
皆
さ
ん
に
は
こ
れ
ま

で
以
上
の
負
担
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
町
民
生
活
課　
保
険
・
年
金
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
9

　
国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」）
制
度
は
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
、
病
気
や

ケ
ガ
を
し
た
と
き
に
、安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、日

頃
か
ら
保
険
税
を
出
し
合
い
相
互
扶
助
を
す
る
制
度
で
す
。国
保
が
負
担
し
て

い
る
医
療
費（
医
療
給
付
費
）は
、
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
と
国

や
県
な
ど
か
ら
の
補
助
金
や
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
な
ど
で
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。
近
年
、
加
入
者
の
高
齢
化
や
医
療
技
術
の
進
歩・普
及
な
ど
に
伴
い
、

医
療
費
の
支
出
は
年
々
増
大
し
続
け
て
い
ま
す
。

1
人
あ
た
り
の
医
療
費
の
推
移

【 改 正 前 】

区分 算出基礎 医療分 後期分 介護分

所得割額
加入者の前年
度中の総所得
金額－基礎控
除330,000円

6.30 ％ 1.60 ％ 1.50 ％

資産割額 当該年度の固
定資産税 29.50 ％ 8.00 ％ 5.00 ％

均等割額
国民健康保険
に加入してい
る人数

23,500 円 6,400 円 7,500 円

平等割額 1世帯あたり 26,500 円 6,200 円 5,500 円

★賦課限
度額 1世帯あたり 510,000 円 160,000 円 140,000 円

【 改 正 後 】

医療分 後期分 介護分

9.00 ％ 2.20 ％ 2.00 ％

廃　　　止

28,500 円 9,500 円 9,300 円

29,400 円 8,900 円 8,000 円

520,000 円 170,000 円 160,000 円

※介護分は、40歳以上 65歳未満の方のみ

220,000

230,000

240,000

250,000

260,000

270,000

280,000

22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

※平成 26年度分については、見込額となります。

平
成
27
年
度
か
ら

国
民
健
康
保
険
税
率
な
ど
を
改
正
し
ま
す
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平
成
27
年
度
か
ら
、
第
6
期
介
護

保
険
事
業
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
、
次

の
と
お
り
新
し
い
介
護
保
険
料
額
が

決
ま
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
保
険
料
の
見
直
し
で
、
65

歳
以
上
の
方
の
介
護
保
険
料
は
、
基

準
月
額
で
、
5
，9
0
0
円
と
な
り
、

第
5
期
の
5
，5
4
0
円
に
比
べ
、

6
・
5
％
の
増
加
率
で
、
3
6
0
円

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
保
険
料
額
の
段
階
区
分
も

以
前
の
6
段
階
か
ら
9
段
階
に
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

　
保
険
料
上
昇
の
要
因
と
し
て
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
、
65
歳
以
上
の
費
用
負

担
率
が
こ
れ
ま
で
の
21
％
か
ら
22
％

に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
、
要
介
護

認
定
者
が
増
加
し
た
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

　
今
回
の
保
険
料
額
の
改
定
は
、
3

年
に
1
度
見
直
さ
れ
る
介
護
計
画
に

基
づ
く
も
の
で
、
団
塊
の
世
代
が
75

歳
以
上
と
な
る
2
0
2
5
年
の
サ
ー

ビ
ス
水
準
や
給
付
費
水
準
な
ど
も
考

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
介
護
保
険
料
仮
徴
収
額
納
入
通
知

書
】　
　
4
月
上
旬
に
送
付
済

　
平
成
27
年
4
月
よ
り
年
金
か
ら
引

き
落
と
し（
＝
特
別
徴
収
）に
な
る
方

※�

年
額
18
万
円
以
上
の
年
金
を
受
給

し
て
い
る
方
は
原
則
、
特
別
徴
収

と
な
り
ま
す
。
平
成
26
年
に
65
歳

に
な
っ
た
方
や
転
入
し
た
方
な

ど
が
対
象
で
す
。
特
別
徴
収
に
切

り
替
わ
る
ま
で
に
半
年
ほ
ど
か

か
り
ま
す
。

【
介
護
保
険
料
暫
定
通
知
書
】

　
　
　
　
5
月
上
旬
に
送
付
予
定

　
納
付
書
や
口
座
振
替
で
納
付
（
＝

普
通
徴
収
）
さ
れ
て
い
る
方

※
特
別
徴
収
以
外
の
方
で
す
。

　
・�

現
金
で
納
付
し
て
い
る
方
は
、

納
付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
ま

す
。
納
期
限
内
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
・�

口
座
振
替
で
納
付
し
て
い
る
方

は
、
振
替
日
ま
で
に
残
高
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
間
介
護
保
険
料
の
確
定
に
つ
い
て

　
介
護
保
険
料
確
定
通
知
書
な
ど
を

7
月
中
旬
に
65
歳
以
上
の
方
に
発
送

し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
福
祉
保
健
課　
介
護
福
祉
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

新しい介護保険料額の段階区分 保険料額
【年額】

第1段階

○生活保護を受給している人
○�老齢福祉年金受給の方で本人および世帯全員が町民税非課
税の人
○�本人および世帯全員町民税非課税で、本人の合計所得金額
と課税対象年金収入額の合計が80万円以下の人

35,400円
※（31,860円）

第2段階
○�本人および世帯全員が町民税非課税で、本人の合計所得金
額と課税対象年金収入額の合計が80万円を超え120万円
以下の人

53,100円

第3段階 ○�本人および世帯全員が町民税非課税で、本人の合計所得金
額と課税対象年金収入額の合計が120万円を超える人 53,100円

第4段階
○�本人が町民税非課税で、本人の合計所得金額と課税対象年
金収入額の合計が80万円以下でかつ世帯に町民税課税者
がいる人

63,720円

第5段階
（基準額）

○�本人が町民税非課税で、本人の合計所得金額と課税対象年
金収入額の合計が80万円を超えかつ世帯に町民税課税者
がいる人

70,800円
（基準額）

第6段階 ○本人が町民税課税で合計所得金額が120万円未満の人 84,960円

第7段階 ○�本人が町民税課税で合計所得金額が120万円以上190万円
未満の人 92,040円

第8段階 ○�本人が町民税課税で合計所得金額が190万円以上290万円
未満の人 106,200円

第9段階 ○本人が町民税課税で合計所得金額が290万円以上の人 120,360円

　※第1段階保険料額の（　）は、軽減後の保険料年額です（第1段階は軽減対象）

65
歳
以
上
の
方
の

介
護
保
険
料
が

変
わ
り
ま
す
。

通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。
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3
月
21
日（
土
）、
全
校
児
童
7
人

と
保
護
者
、
地
域
住
民
、
卒
業
生
な

ど
約
3
0
0
人
が
出
席
し
、
増
穂
西

小
学
校
閉
校
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
第
1
部
の
閉
校
記
念
式
典
で
は
、

遠
藤
久
校
長
が「
子
ど
も
た
ち
に
は
、

前
途
洋
洋
た
る
未
来
が
あ
る
。
こ
れ

を
き
っ
か
け
と
し
て
新
し
い
環
境
で

今
ま
で
培
っ
た
力
と
自
信
を
持
っ
て

元
気
に
生
活
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。」

と
あ
い
さ
つ
を
し
、
児
童
を
代
表
し

て
山
際
篤
弥
さ
ん
が
「
4
月
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
場
所
で
新
し
い
一
歩
を
踏

み
出
す
こ
と
に
な
る
。
今
ま
で
西
小

で
学
ん
だ
こ
と
や
た
く
さ
ん
の
思
い

出
を
大
切
に
し
て
前
を
向
い
て
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
。」と
母
校
に
別
れ

を
告
げ
ま
し
た
。

　
第
2
部
で
は
、「
あ
り
が
と
う
西
小　

思
い
出
を
語
る
会
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
西
小
の
あ
ゆ
み
の
ス
ラ
イ
ド
を

見
な
が
ら
、
出
席
者
は
思
い
出
話
に

花
を
咲
か
せ
、
時
折
歓
声
や
拍
手
が

起
こ
り
ま
し
た
。
最
後
は
、
全
員
で

校
歌
を
歌
い
、
増
穂
西
小
学
校
と
の

別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。

増穂西小学校閉校記念式典

◀
式
辞
を
述
べ
る
志
村
町
長

◀�

校
旗
返
納　

遠
藤
校
長
と
児
童
代
表

高
橋
央お

う

簾れ
ん

さ
ん

◀�

児
童
代
表
山
際
さ
ん
の
お
別
れ
の
こ

と
ば

◀
閉
校
記
念
碑
の
徐
幕

◀�

思
い
出
を
語
る
会
で
発
表
を
す
る
児
童

◀
出
席
者
全
員
で
校
歌
斉
唱

◀�

思
い
出
い
っ
ぱ
い
の
校
舎
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132年の歴史に幕
増
穂
西
小
学
校
の
思
い
出

川か
わ

那な

辺べ　
ス
ズ
カ
さ
ん

（
旧
姓　
深
沢
）

昭
和
32
年
度
卒
業

　

山
の
学
校
で
と
て
も
楽
し
か
っ

た
で
す
。
一
番
の
思
い
出
は
、
1

年
生
の
と
き
に
学
校
が
火
事
に

な
っ
た
こ
と
で
す
。
自
分
の
家
の

近
く
か
ら
学
校
が
真
っ
赤
に
燃
え

る
の
が
見
え
て
、
す
ご
く
泣
い
た

の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

堀
内　
佳
代
さ
ん（

旧
姓　
神
田
）

平
成
2
年
度
卒
業

　

樽
太
鼓
が
一
番
の
思
い
出
で

す
。
今
の
体
育
館
で
は
な
く
、
古

い
体
育
館
で
練
習
し
て
い
ま
し

た
。
人
数
が
少
な
い
の
で
合
わ
せ

る
の
が
簡
単
な
よ
う
で
す
が
、
な

か
な
か
合
わ
な
い
ん
で
す
。
先
生

の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
る
の
が
大
変

で
し
た
。

秋
山　
芳
広
さ
ん（名

古
屋
市
在
住
）

平
成
3
年
度
卒
業

　

毎
年
の
遠
足
が
楽
し
か
っ
た
で

す
。
伊
奈
ケ
湖
へ
行
っ
た
り
、
赤

石
温
泉
方
面
へ
行
っ
た
り
し
ま
し

た
。
あ
ら
か
じ
め
平
林
の
歴
史
に

つ
い
て
学
ん
で
お
き
、遠
足
で
は
、

チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
そ
の
ク
イ
ズ

を
解
き
な
が
ら
競
争
し
た
こ
と
が

楽
し
か
っ
た
て
す
。

秋
葉　
天あ

ま

菜な

さ
ん（巨

摩
高
校
3
年
）

平
成
21
年
度
卒
業

　

一
輪
車
で
す
。
小
学
校
2
年
生

の
時
に
県
外
か
ら
転
校
し
て
き
た

た
め
初
め
の
う
ち
は
ま
っ
た
く
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
て
も
難
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
上
級
生
に
良

く
し
て
も
ら
い
、
ま
た
、
同
級
生

も
い
た
の
で
頑
張
れ
ま
し
た
。
み

ん
な
仲
良
く
と
て
も
楽
し
か
っ
た

で
す
。

明
治
6
年

○�

落
合
学
校
（
中
巨
摩
郡
）
分

校
と
し
て
創
立

明
治
15
年

○�

平
林
学
校
と
し
て
、
本
校
と

な
る

明
治
20
年

○�

学
校
令
の
改
正
に
よ
り
、
校

名
を
平
林
尋
常
小
学
校
と
改

め
る

昭
和
4
年

○�

高
等
科
が
設
置
さ
れ
、
平
林

尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

昭
和
16
年

○�

国
民
学
校
令
公
布
、
校
名
を

平
林
国
民
学
校
と
改
称

昭
和
22
年

○�

新
学
制
公
布
、
平
林
小
学
校

と
改
称

昭
和
24
年

○
新
校
舎
落
成

昭
和
27
年

○
火
災
に
よ
り
校
舎
焼
失

昭
和
28
年

○
新
校
舎
落
成

昭
和
29
年

○�

平
林
村
と
増
穂
町
が
合
併
、

校
名
を
増
穂
西
小
学
校
と
改

称
昭
和
38
年

○�

創
立
80
周
年
記
念
式
典
挙

行
、
校
歌
制
定
、
校
旗
樹
立
、

校
門
設
立

昭
和
41
年

○
プ
ー
ル
完
成

昭
和
50
年

○
緑
の
少
年
隊
発
足

昭
和
58
年

○�

百
周
年
記
念
式
典
挙
行
、
各

諸
設
備
を
整
え
る

○�

氷
室
か
ぐ
ら
子
ど
も
太
鼓
の

取
組
開
始

平
成
5
年

○
屋
内
運
動
場
完
成

平
成
22
年

○�

町
村
合
併
に
よ
り
富
士
川
町

立
増
穂
西
小
学
校
と
な
る

平
成
27
年
3
月
31
日　

閉
校

全
卒
業
生
1
6
3
8
人

増
穂
西
小
学
校
の
あ
ゆ
み
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4
月
20
日
、区
長
会
が
開
催
さ
れ
、町
長
か
ら
各
区
長
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
区
長
会
長
に
笹
本
青
柳
町
区
長
、副
会
長
に
小
池
長
澤
区
長
、大

森
髙
下
区
長
、
望
月
鰍
沢
北
区
長
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
（
人
口
・
世
帯
は
、
平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
）

平
成
27
年
度

区
長
・
区
長
代
理
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
区
長
代
理
（
敬
称
略
）

望
月
恭
次
（
最
勝
寺
）、
長
澤
正
人

（
天
神
中
條
）、
杉
田
清
了
（
大
久

保
）、
深
澤　
孝
（
𣇃
米
）、
深
澤
文

彦
（
小
林
）、
依
田　
實
（
長
澤
）、

田
中

郎（
大
椚
）、
深
澤　
泉（
青

柳
町
）、
中
込
廣
男
（
平
林
）、
井
上　

修
（
小
室
）、
秋
山　
博
（
髙
下
）、

佐
野　

昭
（
鰍
沢
北
）、
望
月
一
仁

（
鰍
沢
中
）、
遠
藤　
勉（
鰍
沢
南
）、

樋
口　
仁（
中
部
）、
望
月
千
幸（
五

開
）

髙
下
区
長

大森　昭雄 氏
人口� 142 人
世帯� 64 戸

長
澤
区
長

小池　　茂 氏
人口� 2,143 人
世帯� 776 戸

大
久
保
区
長

杉田　洋一 氏
人口� 465 人
世帯� 164 戸

小
室
区
長

山上　　豊 氏
人口� 321 人
世帯� 171 戸

小
林
区
長

志村　秀幸 氏
人口� 1,233 人
世帯� 426 戸

天
神
中
條
区
長

㓛刀　千秋 氏
人口� 1,424 人
世帯� 504 戸

平
林
区
長

深沢　　茂 氏
人口� 261 人
世帯� 127 戸

𣇃
米
区
長

秋山　　稔 氏
人口� 825 人
世帯� 306 戸

最
勝
寺
区
長

㓛刀　喜弘 氏
人口� 1,853 人
世帯� 728 戸

青
柳
町
区
長

笹本　　正 氏
人口� 3,159 人
世帯� 1,309 戸

大
椚
区
長

井上　　明 氏
人口� 645 人
世帯� 235 戸

鰍
沢
北
区
長

（
新
田
町
、
北
新
町
、
桜
新
町
、
梅
林

町
）

望月　　眞 氏
人口� 1,079 人
世帯� 375 戸

中
部
区
長

（
国
見
平
町
、長
知
沢
町
、鬼
島
町
、

箱
原
町
、
鹿
島
町
）

依田　和彦 氏
人口� 487 人
世帯� 234 戸

鰍
沢
中
区
長

（
旭
町
、
富
士
見
町
、
畔
沢
町
、
上
北

町
、
上
南
町
、
緑
町
、
八
幡
町
）

遠藤　　一 氏
人口� 904 人
世帯� 395 戸

五
開
区
長

（
鳥
屋
町
、
柳
川
町
、
十
谷
町
）

望月　政秀 氏
人口� 302 人
世帯� 138 戸

鰍
沢
南
区
長

（
大
法
師
町
、
仲
町
、
本
町
北
町
、
本

町
南
町
、
入
町
、
駅
前
通
町
、
明
神

町
、
風
早
町
）

丸山　正紀 氏
人口� 766 人
世帯� 348 戸
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行
政
相
談
委
員

　
総
務
大
臣
よ
り
次
の
方
々
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
27
年
4

月
1
日
か
ら
平
成
29
年
3
月
31
日
ま

で
の
2
年
間
で
す
。

▼
㓛
刀
千
秋
氏
（
天
神
中
條
）

▼
依
田
貞
子
氏
（
中
部
）

　
毎
月
定
例
行
政
相
談
所
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
、
広
報
と
一
緒
に

配
布
す
る
く
ら
し
の
カ
レ
ン
ダ
ー
の

情
報
広
場
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
募
集
相
談
員

　
志
村
町
長
お
よ
び
自
衛
隊
山
梨
地

方
協
力
本
部
の
中
村
本
部
長
よ
り
次

の
方
々
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
平
成
27
年
4
月
1
日
か
ら
平
成
29

年
3
月
31
日
ま
で
の
2
年
間
で
す
。

▼
矢
崎
夏
美
氏
（
最
勝
寺
）

▼
中
澤
良
夫
氏
（
鰍
沢
中
）

　
4
月
5
日（
日
）、
町
民
体
育
館
に

お
い
て
、
消
防
団
入
退
団
式
が
行
わ

れ
、
団
長
訓
示
、
町
長
告
示
、
団
員

任
命
な
ど
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

退
団
者
、
入
団
者
お
よ
び
新
役
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略・カ
ッ

コ
内
は
分
団
名
）

◆
退
団
者

《
副
団
長
》
加
藤
秀
樹

《
分
団
長
》

清
水　
武
（
3
）
一
之
瀬
英
志
（
4
）

井
上
勝
彦
（
6
）
石
坂
正
臣
（
8
）

《
副
分
団
長
》
深
澤
悦
明
（
6
）

《
部
長
》
望
月
芳
能
（
1
）

《
班
長
》
石
川
一
也
（
4
）

《
機
械
係
》

大
森
亜
紀
人
（
1
）
佐
藤　
将
（
7
）

《
団
員
》

一
瀬
直
稔
（
2
）
宮
崎　
徹
（
2
）

山
上
厚
史
（
6
）
石
川
一
行
（
7
）

齋
藤　
明
（
8
）
遠
山
雄
大
（
8
）

望
月
健
二
（
9
）
望
月
武
彦
（
9
）

◆
入
団
者

《
団
員
》

小
池　
潤
（
1
）
遠
藤
直
哉
（
1
）

池
田
一
晃
（
1
）
田
中
康
太
（
3
）

内
田
浩
平
（
3
）
市
川
泰
樹
（
3
）

依
田
雅
史
（
4
）
青
沼
拓
見
（
4
）

上
田
裕
之
（
5
）
山
口
宗
一
郎
（
6
）

村
山
敬
洋
（
6
）
深
沢
裕
也
（
6
）

小
林
洋
平
（
6
）
飯
田
拓
也
（
7
）

遠
藤　
岳
（
7
）
村
松
誠
崇
（
7
）

望
月
勇
太
郎
（
8
）
望
月
佳
樹
（
9
）

依
田
大
地
（
9
）

◆
新
役
員

《
副
団
長
》
深
沢
郁
夫

《
分
団
長
》

堀
口
昭
義
（
1
）
初
鹿
隼
人
（
2
）

志
村
祐
一
（
3
）
井
上
和
樹
（
4
）

神
田
高
仁
（
5
）
望
月
一
樹
（
6
）

齊
藤
誠
士
（
7
）
深
澤
利
彦
（
8
）

《
ラ
ッ
パ
隊
長
》
堀
内
敬
士
（
5
）

《
副
分
団
長
》

秋
山
和
司
（
1
）
加
賀
美
渓
（
2
）

金
丸
正
樹
（
3
）
依
田
隆
秀
（
4
）

依
田
和
也
（
5
）
深
澤
俊
也
（
6
）

石
坂
健
二
（
7
）
深
澤
公
雄
（
8
）

《
部
長
》

名
執
雅
之
（
1
）
深
沢
浩
太
（
1
）

樋
口
正
紀
（
2
）
入
倉　
司
（
3
）

深
澤
公
一
郎
（
4
）
大
森
夏
樹
（
5
）

山
田
昌
志
（
6
）
笠
井
勇
輔
（
7
）

伊
藤
正
史
（
8
）
保
坂　
佐
（
8
）

望
月
智
秀
（
8
）
樋
口
一
也
（
9
）

《
班
長
》

深
澤
正
樹
（
1
）
渡
辺
裕
太
（
1
）

神
田
和
久
（
1
）
望
月
幸
一
（
2
）

秋
山
達
哉
（
3
）
井
上　
明
（
4
）

芦
澤
克
久
（
4
）
橋
本
秀
平
（
4
）

保
坂
健
次
郎
（
5
）
小
池
公
次
（
6
）

井
上
大
輔
（
6
）
中
澤
良
太
（
7
）

石
川
智
康
（
7
）
深
澤
富
男
（
8
）

依
田
文
哉
（
8
）
保
坂　
学
（
8
）

望
月
大
輔
（
9
）
望
月
修
嗣
（
9
）

依
田
卓
也
（
9
）

《
機
械
係
》

井
上
宏
樹
（
1
）
長
澤
俊
一
（
1
）

佐
藤
祐
哉
（
1
）
今
津
祐
一
（
2
）

石
部
大
雅
（
2
）
井
上
竜
太
（
3
）

井
上　
良
（
3
）
樋
口　
建
（
4
）

山
下
慎
介
（
4
）
宇
田
川
貴
之
（
5
）

藏
屋
敏
章
（
5
）
武
居
正
道
（
6
）

樋
口
修
也
（
6
）
大
森　
充
（
7
）

柳
澤
弘
征
（
7
）
松
嶋
和
也
（
7
）

望
月
正
之
（
7
）

《
ラ
ッ
パ
隊
》

望
月
勇
希
（
3
）
田
中
康
太
（
3
）

佐
野
史
剛
（
4
）
井
上
宏
樹
（
6
）

小
林
洋
平
（
6
）
深
澤
慎
吾
（
7
）

今
村
浩
一
（
7
）

委
嘱
し
ま
し
た

委
嘱
し
ま
し
た

◀
退
団
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
る
加

藤
前
副
団
長

消
防
団
入
退
団
式
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4
月
1
日
付
け
で
町
職
員
の
人
事

異
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

◎
昇
任
・
配
置
換
え
及
び
採
用

【
会
計
管
理
者
】（
福
祉
保
健
課
長
兼

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
長
）
笠
井
千
尋

【
総
務
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
総
務
人
事
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
企
画
課
）
樋
口
一
也
▼
施
設

整
備
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
税
務
課
）
井

上
直
人
▼
総
務
人
事
担
当（
財
政
課
）

橋
本
秀
平
▼
福
利
給
与
担
当
（
教
育

総
務
課
）
大
野
萌

【
政
策
補
佐
】

▼
松
井
清
美
（
子
育
て
支
援
課
）
▼

早
川
竜
一
（
総
務
課
）

【
企
画
課
】

▼
企
画
課
長
（
防
災
課
長
兼
交
通
担

当
リ
ー
ダ
ー
）
田
辺
明
弘
▼
企
画
課

長
補
佐
兼
リ
ニ
ア
対
策
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
上
下
水
道
課
）
長
澤
康
▼
企

画
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
建
設
課
）
海
野

公
哉
▼
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

担
当
リ
ー
ダ
ー
（
企
画
課
）
望
月
博

仁
▼
広
聴
広
報
担
当
（
総
務
課
）
渡

邉
葉
月

【
財
政
課
】

▼
財
産
管
理
担
当
（
県
市
町
村
課
派

遣
）
小
林
大
輔

【
税
務
課
】

▼
収
納
室
収
納
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
税

務
課
）
井
上
明
▼
住
民
税
担
当
（
上

下
水
道
課
）
渡
辺
裕
太
▼
資
産
税
担

当
（
町
民
生
活
課
）
大
森
充

【
防
災
課
】

▼
防
災
課
長
兼
交
通
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
室
長
）

秋
山
佳
史

【
町
民
生
活
課
】

▼
町
民
生
活
課
長
（
児
童
セ
ン
タ
ー

館
長
）
佐
藤
洋
子
▼
町
民
生
活
課
長

補
佐
兼
鰍
沢
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
長

（
商
工
観
光
課
）望
月
学
▼
戸
籍
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
子
育
て
支
援
課
）
依
田

克
彦
▼
戸
籍
担
当
（
福
祉
保
健
課
）

名
取
史
子
▼
保
険
・
年
金
担
当
（
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）

中
込
厚
司
▼
生
活
推
進
担
当
（
北
部

保
育
所
）
深
澤
千
栄
▼
生
活
環
境
担

当（
生
涯
学
習
課
）保
坂
裕
▼
保
険・

年
金
担
当
（
総
務
課
）
折
居
恵

【
福
祉
保
健
課
】

▼
福
祉
保
健
課
長
兼
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
長
（
町
民
生
活
課
長
兼
鰍
沢

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
担
当
リ
ー

ダ
ー
）
依
田
一
利
▼
福
祉
保
健
課
長

補
佐
兼
健
康
増
進
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
生
涯
学
習
課
）遠
藤
悦
美
▼
障
害
福

祉
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
福
祉
保
健
課
）

井
上
圭
▼
介
護
福
祉
担
当
（
町
民
生

活
課
）
松
住
み
ゆ
き
▼
障
害
福
祉
担

当
（
農
林
振
興
課
）
山
下
慎
介
▼
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
採
用
）
秋
山
美

香
▼
健
康
増
進
担
当
（
採
用
）
近
藤

美
喜

【
子
育
て
支
援
課
】

▼
子
育
て
支
援
課
長
補
佐
兼
児
童
保

育
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
会
計
課
）
樋
口

久
美
子
▼
子
育
て
支
援
課
長
補
佐
兼

母
子
保
健
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
福
祉
保

健
課
）
中
込
裕
子
▼
児
童
支
援
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
福
祉
保
健
課
）
望
月
奈

緒
美
▼
児
童
保
育
担
当
（
北
部
所
長

代
理
）
溝
口
紀
代
美
▼
児
童
支
援
担

当
（
採
用
）
伊
藤
若
菜

▼
児
童
セ
ン
タ
ー
館
長
（
南
部
保
育

所
長
代
理
）
窪
田
あ
ず
さ
▼
南
部
保

育
所
長
代
理
（
子
育
て
支
援
課
）
中

込
早
百
合
▼
北
部
保
育
所
長
代
理

（
南
部
保
育
所
）
伊
藤
か
お
り

◇
第
一
保
育
所
▼
金
丸
由
美
子
（
第

5
）
▼
志
村
美
穂
（
第
5
）
▼
中
込

未
菜
美
（
採
用
）

◇
第
二
保
育
所
▼
長
田
美
保
子
（
小

室
山
）

◇
第
三
保
育
所
▼
阿
達
直
美（
第
2
）

◇
第
四
保
育
所
▼
井
上
枝
里（
第
1
）

▼
芦
澤
清
佳
（
子
育
て
支
援
課
）
▼

遠
藤
愛
（
第
1
）

【
商
工
観
光
課
】

▼
商
工
振
興
担
当
（
町
民
生
活
課
）

鶴
田
賢
人

【
農
林
振
興
課
】

▼
農
林
振
興
課
長
兼
農
業
委
員
会
事

務
局
長
（
上
下
水
道
課
長
兼
上
水
道

事
務
所
長
兼
業
務
担
当
リ
ー
ダ
ー
）

内
田
一
志
▼
農
林
振
興
課
長
補
佐
兼

農
林
振
興
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
農
林
振

興
課
）
望
月
聡
▼
農
業
委
員
会
事
務

局
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
企
画
課
）
長
田

博
幸
▼
農
林
土
木
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
建
設
課
）齋
木
直
人
▼
地
籍
調
査
担

当
リ
ー
ダ
ー
（
農
林
振
興
課
）
石
坂

裕
樹
▼
地
籍
調
査
担
当
（
建
設
課
）

秋
山
直
子
▼
農
林
振
興
担
当
（
税
務

課
）
佐
野
史
剛

【
建
設
課
】

▼
建
設
課
長
（
農
林
振
興
課
長
兼
農

業
委
員
会
事
務
局
長
）
細
野
幸
男
▼

土
木
担
当
リ
ー
ダ
ー（
農
林
振
興
課
）

杉
田
進
▼
住
宅
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
子

育
て
支
援
課
）
雨
宮
正
貴
▼
土
木
担

当
（
建
設
課
）
齊
藤
義
慧
▼
住
宅
担

当
（
生
涯
学
習
課
）
小
池
美
智
子
▼

土
木
担
当
（
採
用
）
嶋
田
諒
▼
ま
ち

づ
く
り
推
進
室
長
（
農
林
振
興
課
）

河
原
恵
一
▼
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

（
建
設
課
）小
澤
裕
一
▼
ま
ち
づ
く
り

推
進
室
（
建
設
課
）
田
中
康
太

【
上
下
水
道
課
】

▼
上
下
水
道
課
長
兼
上
水
道
事
務
所

長
兼
業
務
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
ま
ち
づ

く
り
推
進
室
長
）
志
村
正
史
▼
下
水

道
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
上
下
水
道
課
）

山
形
謙
一
郎
▼
簡
易
水
道
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
教
育
総
務
課
）
長
田
敏
宏
▼

簡
易
水
道
担
当
（
建
設
課
）
樋
口
将

太【会
計
課
】

▼
会
計
課
長
補
佐
兼
会
計
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
議
会
事
務
局
）
野
中
充
香

【
議
会
事
務
局
】

▼
庶
務
・
議
事
調
査
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
子
育
て
支
援
課
）
小
林
恵

【
教
育
総
務
課
】

▼
総
務
学
校
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
町
民

生
活
課
）
齋
藤
栄
治
▼
総
務
学
校
担

当
（
商
工
観
光
課
）
志
村
豪

【
生
涯
学
習
課
】

▼
社
会
体
育
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
総
務

課
）
森
川
学
▼
社
会
体
育
担
当
（
町

民
生
活
課
）
荒
居
祥
太
▼
社
会
教
育

担
当
（
採
用
）
大
森
智
代

【
出
向
（
参
事
）】

▼
観
光
物
産
協
会
事
務
局
長
（
建
設

課
長
）
堀
口
進

【
派
遣
】

▼
県
市
町
村
課
（
企
画
課
）
長
澤
香

▼
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

（
防
災
課
）
長
澤
俊
一

◎
退
職
（
3
月
31
日
付
）

▼
鮫
田
和
博
（
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
局
長
）
▼
秋
山
千
秋
（
会
計
管
理

者
）
▼
川
手
貞
良
（
企
画
課
長
）
▼

中
込
優
美
子（
南
部
保
育
所
長
補
佐
）

▼
草
塩
重
幸
（
政
策
補
佐
）
▼
秋
山

和
仁
（
農
業
委
員
会
事
務
局
担
当

リ
ー
ダ
ー
）
▼
岩
井
春
美
（
第
4
保

育
所
調
理
員
）
▼
手
塚
ス
ミ
子
（
増

穂
中
学
校
調
理
員
）

庁
内
人
事

庁
内
人
事
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下
水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
を

良
く
し
、
川
や
湖
な
ど
の
水
質
を
守
る

目
的
で
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
全
体

計
画
区
域
5
0
6・7
ha
の
う
ち
、平
成

27
年
3
月
末
で
、
3
9
0
ha
の
区
域
が

整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
8
割
以
上
の
家
庭
が
下

水
道
に
接
続
し
て
い
ま
す
。
お
住
ま
い

の
地
域
に
下
水
道
が
整
備
さ
れ
ま
し
た

ら
1
日
も
早
く
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課　
下
水
道
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
4

清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る

下
水
道
へ
の
接
続
に
ご
協
力
下
さ
い

平成 27 年度　供用開始対象地域

まほらの湯

増穂中学校

役場本庁舎

鰍沢警察署

鰍沢口駅
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もうすぐスタート！ 暮らしに役立つ新制度

マイナンバー
社会保障・税番号制度

Vol.2

スケジュールチェック！

\ いつ、何をすればいいの？/

マイナンバーとは1人に1つずつ番号が配布される
新しい制度です。
今回はマイナンバー運用に向けての詳細スケジュー
ルを紹介します。
いつ何をすればよいかが、これで早わかり！

●お問い合わせ　全国共通ナビダイヤル　☎0570−20−0178
　　　　　　　　企画課　企画担当　　　☎22−7216

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
は
、
住
民
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
住
所
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
住
民

票
の
住
所
を
確
認
し
て
、
現
在
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
と
住
民
票
の
住
所
が
異
な
る
方
は
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
は
、
書
留
郵
便
で
世
帯
主
あ
て
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。
郵
便
が
届
い

た
ら
、
記
載
さ
れ
て
い
る
自
分
の
個
人
番
号
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
番
号
は
一
生

使
う
も
の
な
の
で
、
大
切
に
保
管
し
、
む
や
み
に
他
人
に
教
え
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
通
知
さ
れ
た
あ
と
、
町
に
申
請
す
る
と
、
I
C
チ
ッ
プ
付
き
の
個
人
番

号
カ
ー
ド
を
交
付
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
申
請
書
と
返
信
用
の
封
筒
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
通
知
と
一
緒
に
郵
送
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
請
書
に
本
人
の
顔
写
真
を
貼
付
し
て

郵
送
で
申
請
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
時
期
か
ら
、
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
始
ま
り
ま
す
が
、
受
け
取
る
際
に
本
人
確

認
が
必
要
な
の
で
、
原
則
役
場
の
窓
口
へ
受
け
取
り
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
企
画
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

2
0
1
6
年
か
ら
、
各
企
業
や
保
険
会
社
、
証
券
会
社
が
税
務
署
や
町
に
書
類
を
提
出
す

る
際
、
社
員
や
顧
客
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
記
載
し
な
く
て
は
い
け
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、各
企
業
が
社
員
や
お
客
さ
ま
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
把
握
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
、

勤
め
先
や
保
険
会
社
か
ら
聞
か
れ
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
す
ぐ
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

2
0
1
7
年
1
月
か
ら
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
自
分
の
情
報
を
把

握
で
き
る
シ
ス
テ
ム
「
マ
イ
・
ポ
ー
タ
ル
（
仮
称
）」
が
ス
タ
ー
ト
す
る
予
定
で
す
。
マ

イ
・
ポ
ー
タ
ル
は
、
自
分
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
使
っ
た
や
り
と
り
の
記
録
（
い
つ
、
ど
こ

で
使
っ
た
の
か
な
ど
）
を
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か
ら
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
、
準
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

※�vol.1 は広報「ふじかわ」3月号
P 4に掲載しています。
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3
月
24
日
に
行
わ
れ
た
選
定
委
員

会
に
よ
り
次
の
作
品
が
採
用
と
な
り

ま
し
た
。
な
お
賞
金
に
つ
い
て
は
、

採
用
作
品
へ
の
応
募
者
多
数
の
場

合
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。

誇
れ
る
も
の

○
太
鼓
堂　
○
大
法
師
公
園
の
桜

○
ゆ
ず
の
里
（
穂
積
の
ゆ
ず
）

○
上
北
の
共
同
水
場

○
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士

○
小
室
山
妙
法
寺　
○
鰍
沢
の
山
車

○
櫛
形
山
・
原
生
林

何
こ
れ
な
も
の

○
大
柳
川
の
マ
ン
モ
ス
岩

誇
れ
る
も
の

○
山
が
多
い

○
富
士
山
が
き
れ
い
に
見
え
る

○
山
梨
県
か
ら
見
え
る
富
士
山

○
八
雲
池
か
ら
の
富
士
山

○
富
士
山
が
見
え
る
絶
景
ス
ポ
ッ
ト

○
昔
の
船
場

○
富
士
川
舟
運

○
甲
州
三
河
岸
の
青
柳
河
岸

○
川
が
た
く
さ
ん
あ
る

○�

富
士
川
、
利
根
川
、
旧
利
根
川
、

戸
川
上
流
、
ど
ん
ど
ん
川
、
赤
子

沢
○
富
士
川
が
き
れ
い

○
緑
が
た
く
さ
ん
あ
る

○
自
宅
か
ら
見
た
夜
空
が
き
れ
い

○
自
然
豊
か
で
快
適

○
自
然
が
多
く
感
じ
ら
れ
る

○�

長
澤
新
町
か
ら
竹
重
へ
行
く
道
路

沿
い
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ

○
太
陽
の
光
が
た
く
さ
ん
あ
た
る

○
自
宅
近
く
の
カ
キ
の
実

○
仙
洞
田
地
区
（
歴
史
の
里
）

○
田
畑
、
作
物
が
多
い

○
自
然
が
た
く
さ
ん
あ
る
平
林
地
区

○
昭
和
の
面
影
の
矢
川
集
落

○
鰍
沢
の
街
並
み

○
ゆ
ず
畑
、
ゆ
ず
畑
の
街
道

○
活
性
化
組
合
の
赤
白
の
そ
ば
畑

○
清
水
端
湧
泉

○
二
十
騎
ヶ
原

○
鳥
の
声

○
真
浄
寺
の
桜

○�

あ
じ
さ
い
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ト
あ
じ
さ

い
○
小
・
中
学
校

○
増
穂
中
学
校
弓
道
場

○
増
穂
中
学
校
校
舎

○
増
穂
南
小
学
校

○
増
穂
小
学
校
創
立
1
2
7
年

○
増
穂
小
学
校
の
歴
史

○�

増
穂
小
中
学
校
出
身
の
生
徒
が
増

穂
小
中
の
先
生
と
し
て
勤
務

○
3
人
の
J
リ
ー
ガ
ー

○
石
橋
湛
山

○
映
画
監
督　
矢
崎
さ
ん

○
宮
沢
洋
（
作
詞
家
）

○
甲
州
Y
O
S
A
K
O
I
凜
舞
増
穂

○
み
み
、
ラ
フ
ラ
ン
ス

○
ゆ
ず
が
お
い
し
い

○
ゆ
ず
の
加
工
品

○
利
根
川
体
育
館
、
児
童
館

○
高
村
光
太
郎
文
学
碑

○�

文
化
ホ
ー
ル
、
道
の
駅
、
大
法
師

公
園
、
八
雲
池

○
ゆ
ず
の
里
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

○
石
橋
湛
山
の
像

○
十
谷
地
区
に
あ
る
源
氏
の
湯

○
戸
川
レ
ジ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

○
五
開
郵
便
局

○
ボ
ロ
電

○�

妙
性
寺
の
ペ
ッ
ト
霊
園
（
コ
ス
モ

ス
苑
）

○
𣇃
米
公
民
館
に
あ
る
石
碑

○
ゆ
い
か
ん
堂
（
西
ノ
入
）

○
明
神
町
の
七
面
堂
本
殿

○
小
室
山
の
七
面
堂
と
そ
の
展
望

○
南
明
寺
の
山
門
と
八
幡
さ
ん
仏
像

○
上
行
寺
永
代
供
養
塔
の
観
音
菩
薩

○�

御
堂
山
妙
性
寺
の
十
三
参
り
（
虚

空
蔵
菩
薩
）

○�

小
原
屋
原
田
商
店
建
物
（
舟
運
時

代
の
面
影
）

○
昔
の
道
路
石
標
（
青
柳
追
分
）

○
フ
ォ
レ
ス
ト
モ
ー
ル

○
森
林
総
合
研
究
所（
自
然
が
多
い
）

○
大
法
師
公
園
の
桜
祭
り
、
遊
具

○
鰍
沢
夏
祭
り（
旧
鰍
沢
病
院
跡
地
）

○
ど
ん
ど
焼
き

○
𣇃
米
熊
野
神
社
大
祭

○�

将
棋
（
米
長
兄
弟
や
子
ど
も
た
ち

の
活
躍
）

○
平
林
に
歌
い
継
が
れ
て
い
る
歌

○
ボ
ロ
電
の
歌

○
妙
蓮
の
滝
の
伝
説

○
平
林
語
り
話

○�

体
育
祭
が
あ
り
地
域
の
人
々
と
交

流
が
で
き
る
こ
と

○
あ
い
さ
つ
が
で
き
る

○�

豊
か
な
言
葉
の
使
い
手
が
た
く
さ

ん
い
る
こ
と

○
町
が
き
れ
い
で
仲
が
良
い

○
平
和
な
こ
と

○
町
の
人
が
優
し
い

○
地
震
が
き
て
も
被
害
が
少
な
い

○
事
件
が
な
い
こ
と

○
平
林
地
区
の
野
菜
な
ど

○
映
画
の
撮
影
が
あ
っ
た
こ
と

○�

歴
史
、
文
化
、
舟
運
の
名
残
、
塩

蔵
○�

㈱
は
く
ば
く
の
麦
を
焙
煎
す
る
香

り
○
高
速
道
路
I
C
が
近
く
に
あ
る

○
水
が
お
い
し
い
（
き
れ
い
）

何
こ
れ
な
も
の

○
緑
色
の
た
て
も
の（
文
化
ホ
ー
ル
）

○�

道
の
駅
の
く
ま
さ
ん
の
モ
ニ
ュ
メ

ン
ト

○�

中
学
校
に
あ
る
二
宮
金
次
郎
の
像

が
木
に
隠
れ
て
見
え
な
い
こ
と

○�

増
穂
中
学
校
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に

あ
る
男
子
テ
ニ
ス
部
室

○�

親
水
公
園
（
公
園
な
の
に
遊
具
が

な
い
）

○�

平
林
の
畑
の
段
差
に
丸
い
穴
が
い

く
つ
も
空
い
て
い
る
こ
と　

○
最
勝
寺
の
ア
ニ
メ
の
看
板

○
櫛
形
山
の
ほ
こ
ら
小
屋

○
給
食

○
大
法
師
公
園
の
鳩
の
像

●
お
問
い
合
わ
せ

　
商
工
観
光
課　
観
光
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
7

てっ !!　ほんなもんも
あっとぉーけぇ !!

鰍沢中区にある上北の
共同水場

採
用
作
品

応
募
作
品

富
士
川
町
の
「
誇
れ
る
も
の
、
何
こ
れ
な
も
の
」
結
果
発
表
‼
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峡
南
広
域
行
政
組
合
職
員
を
募

集
し
ま
す

　
峡
南
広
域
行
政
組
合
職
員
採
用
試

験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

■
職
種　
事
務
職
Ⅱ

■
採
用
予
定
人
数　
1
名
（
平
成
27

年
8
月
1
日
採
用
予
定
）

■
受
験
資
格　
事
務
職
Ⅱ

　
平
成
元
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
9

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

高
校
を
卒
業
し
た
者
ま
た
は
卒
業
見

込
み
の
者
お
よ
び
同
程
度
の
学
力
を

有
す
る
者
。

■
受
験
受
付
期
間

　
5
月
22
日
（
金
）
ま
で

※
申
込
書
は
峡
南
広
域
行
政
組
合
事

務
局
総
務
課
お
よ
び
計
算
セ
ン
タ
ー

に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

■
第
一
次
試
験

　
6
月
14
日
（
日
）

　

峡
南
広
域
行
政
組
合
計
算
セ
ン

タ
ー
2
階
会
議
室（
鰍
沢
1
1
4
7
）

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
峡
南
広
域
行
政
組
合　
総
務
課

　
☎
0
5
5
6
―
32
―
5
0
1
1

★
写
真
教
室

　

美
し
い
花
や
風
景
を
き
れ
い
に

撮
る
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
ま
す

　

一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
に
よ
る
ネ
イ

チ
ャ
ー
フ
ォ
ト
の
基
本
か
ら
中
級
程

度
の
写
真
撮
影
の
技
術
指
導
と
作
品

の
評
価
と
添
削
を
行
い
ま
す
。（
デ
ジ

タ
ル
一
眼
レ
フ
可
）（
コ
ン
パ
ク
ト
カ

メ
ラ
可
）

※
5
月
20
日
（
水
）
新
入
生
希
望
出

席
可

◇�

日　
時　
毎
月
第
3
火
曜
日
（
6

月
よ
り
）
午
後
7
時
半
〜

◇�

町
民
会
館
視
聴
覚
室
（
野
外
撮
影

実
習
あ
り
）

◇
講　
師　
志
村
暢
三

　
　
　
　
　
☎
22
―
3
5
7
1

◇�

会　
費　
年
4
，0
0
0
円（
テ
キ

ス
ト
代
）

★
ペ
ン
習
字
教
室

　

競
書
誌
「
ペ
ン
の
力
」
で
勉
強

を
続
け
て
お
り
ま
す
。

　
パ
ソ
コ
ン
、
メ
ー
ル
…
速
く
て
便

利
。
で
も
年
賀
状
く
ら
い
は
〝
書
き

文
字
”
で
気
持
ち
を
伝
え
た
い
も
の

で
す
。〝
美
文
字
”始
め
ま
せ
ん
か
。

◇
日　
時　
毎
週
水
曜
日

　
午
後
8
時
〜
（
月
4
回
）

◇
場　
所　
町
民
会
館

◇
指
導
者　
長
沢
み
ど
り
先
生

　
　
　
　
　
☎
22
―
0
3
4
8

◇
会　
費　
月
1
，0
0
0
円

◇
誌　
代　
月
7
0
0
円

◇�

持
ち
物　
小
学
生
用
国
語
帳
（
10

マ
ス
）、
デ
ィ
ス
ク
ペ
ン

★
児
童
文
学
創
作
教
室

　

子
ど
も
た
ち
に
夢
を
！

　
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
楽
し
い
お

話
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
児
童
文
学
教
室
で
は
、
先
生
の
指

導
の
下
、
楽
し
く
創
作
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
定
期
的
に
作
品
集
の
発

刊
も
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
の
方
も

歓
迎
し
ま
す
。

◇
日　
時　
毎
月
第
3
火
曜
日

　
午
後
7
時
半
〜

◇
場　
所　
町
民
会
館

◇
責
任
者　
長
澤
妙
子

　
　
　
　
　
☎
22
―
5
4
0
2

◇
入
会
金　
5
，0
0
0
円

◇
会　
費　
月
1
，0
0
0
円

★
ま
す
ほ
　
あ
や
め
コ
ー
ラ
ス

　

人
生
に
リ
ズ
ム
を

　
　
　
　
　

生
活
に
歌
声
を

　
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
事
に
し

な
が
ら
、
美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
づ
く

り
を
目
指
し
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
見
学
も
可
能
で
す
の
で
、
興
味

の
あ
る
方
は
ど
う
ぞ
！

◇�

日　
時　
毎
週
木
曜
日　
夏
時
期

午
後
8
時
〜
、
冬
時
期
午
後
7
時

40
分
〜

◇
場　
所　
町
民
会
館

◇
指
導
者　
有
泉
美
宇
子
先
生

◇
責
任
者　
深
沢
通
子

　
　
　
　
　
☎
22
―
0
3
0
6

◇
会　
費　
月
1
，5
0
0
円

★
陶
芸
教
室

　

手
づ
く
り
の
カ
ッ
プ
、

花
入
れ
な
ど

　
な
ぜ
か
愛
着
が
わ
い
て
き
ま
す
。

み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◇�

日　
時　
昼
の
部　
毎
月
第
1
・

3
水
・
木
曜
日　

午
後
1
時
〜　

夜
の
部　
毎
月
第
1
・
3
水
曜
日　

午
後
7
時
〜

◇
場　
所　
町
民
会
館
作
業
室

◇
責
任
者　
石
井
七
生

　
　
　
　
　
☎
22
―
2
1
0
5

◇
入
会
金　
3
，0
0
0
円

◇
会　
費　
昼
の
部�

3
，0
0
0
円

　
　
　
　
　
夜
の
部�

2
，0
0
0
円

★
箏
曲
教
室

　

初
心
者
の
人
も
歓
迎
！

　
初
心
者
歓
迎・経
験
者
も
ど
う
ぞ
。

箏
は
文
化
協
会
「
絃
の
会
」
の
も
の

を
使
い
ま
す
。
箏
の
爪
は
各
自
で
ご

用
意
く
だ
さ
い
。
楽
譜
は
実
費
で
お

願
い
し
ま
す
。

◇
日　
時　
月
2
回
火
曜
日

　
午
後
1
時
半
〜
3
時
半

◇
場　
所　
町
民
会
館
和
室

◇
責
任
者　
原
田
眞
弓

　
　
　
　
　
☎
22
―
6
0
4
3

◇
会　
費　
年
間
5
，0
0
0
円

●
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
5
月
29
日
（
金
）
ま
で
に
教
育
委

員
会
（
教
育
文
化
会
館
内
）
へ
直
接

ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

　
☎
22
―
5
3
6
1

　
℻
22
―
5
3
9
2

募

集
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保
育
所
で
の

一
時
預
か
り
に
つ
い
て

　
町
立
保
育
所
で
は
、
保
護
者
の
入

院
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
保
育
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
や
、
育
児
疲
れ
、
パ
ー

ト
就
労
対
応
で
保
育
で
き
な
い
場
合

な
ど
に
お
子
さ
ん
の
一
時
預
か
り
保

育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
対
象　
町
内
在
住
の
満
1
歳
以
上

の
未
就
園
児

◆
実
施
場
所　
第
1
・
第
2
・
第
3
・

第
4
・
第
5
保
育
所

◆
利
用
時
間　
午
前
8
時
30
分
〜
午

後
4
時
30
分
ま
で
の
必
要
な
時
間

◆
利
用
可
能
日
数　
1
カ
月
で
7
日

間
以
内
（
土
日
祝
日
は
実
施
し
ま
せ

ん
）

◆
利
用
者
負
担
金
（
1
時
間
）

4
月
1
日
現
在

　
3
歳
未
満
児　
4
0
0
円

　
3
歳
児　
　
　
1
6
0
円

　
4
・
5
歳
児　
1
3
0
円

◆
申
請
窓
口　
子
育
て
支
援
課
児
童

保
育
担
当
※
印
鑑
、
お
子
さ
ん
の
保

険
証
の
コ
ピ
ー
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課　
児
童
保
育
担
当

　
☎
22
―
7
2
2
1

峡
南
地
域
看
護
職
就
職
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

　
子
育
て
中
の
人
や
再
就
職
を
希
望

す
る
人
な
ど
を
対
象
に
、
峡
南
地
域

の
病
院
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
就
職
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
あ
な
た
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
て
資
格
を
活
か
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

　
◆
日
時　
5
月
28
日
（
木
）

　
（
受
付
）
午
前
10
時
〜
正
午

　
（
終
了
）
1
時

◆
会
場　
道
の
駅
富
士
川　
2
階
展

望
学
習
室
（
青
柳
町
1
6
5
5
―
3
）

◆
内
容　
病
院
や
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ご
と
に
就
業
に
向
け
た
個
別

相
談
を
行
い
ま
す
。（
託
児
コ
ー
ナ
ー

あ
り
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
峡
南
保
健
福
祉
事
務
所　
健
康
支

援
課　
☎
22
―
8
1
5
5

富
士
川
町
の
歴
史
を
学
ぶ
会

　
〜
富
士
川
町
を
知
ろ
う
！
〜

　
町
の
歴
史
を
紐
解
き
な
が
ら
、
昔

の
生
活
な
ど
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

地
区
名
の
由
来
や
舟
運
を
は
じ
め
町

の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
開
講
日
（
全
3
回
）

　
5
月
15
日
（
金
）

　
6
月
10
日
（
水
）

※
フ
ッ
ト
パ
ス
ツ
ア
ー

　
7
月
10
日
（
金
）

午
後
1
時
半
〜
4
時

◆
会
場　
富
士
川
教
育
文
化
会
館

◆
受
講
料　
無
料

◆
持
ち
物　
筆
記
用
具
（
学
習
資
料

は
用
意
し
ま
す
）
飲
み
物
は
各
自
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
講
師　
文
化
協
会
郷
土
研
究
部

◆
申
し
込
み　
生
涯
学
習
課　
社
会

教
育
担
当
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
☎
22
―
5
3
6
1

移
動
県
民
相
談
会
を開

催
し
ま
す

　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
と
町
で
は
、

無
料
の
『
移
動
県
民
相
談
会
』
を
開

催
し
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
。

◆
日
時　
5
月
21
日
（
木
）
午
後
1

時
〜
午
後
4
時

◆
場
所　
鰍
沢
福
祉
セ
ン
タ
ー
子
育

て
支
援
室

◆
相
談
内
容　
消
費
生
活
相
談
（
詐

欺
や
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
な
ど
）、法
律

相
談
（
家
族
・
近
隣
問
題
、
相
続
、

金
銭
貸
借
な
ど
）

●
お
問
い
合
わ
せ

　
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
5
5
―
2
2
3
―
1
5
7
1

　
商
工
観
光
課　
商
工
振
興
担
当

　
☎
22
―
7
2
0
2

　
3
月
15
日
（
日
）
午
前
9
時
か
ら

富
士
川
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を

メ
ー
ン
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
町
内
外
か
ら

約
1
5
0
人
が
集
い
、
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
3
コ
ー
ス
の
順

に
ス
タ
ー
ト
し
、
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
ま
し
た
。

か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
事
業
計
画

　
毎
月
の
定
例
事
業
の
ほ
か
、
次
の

事
業
を
開
催
し
ま
す
。

5
月　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会

6
月　
町
内
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

9
月　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
交
流
会

4
月
〜
9
月　
健
康
リ
ズ
ム
体
操

　
詳
し
く
は
、
か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
事
務
局
（
教
育
委
員
会
内　

22
―
5
3
6
1
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

知

お

ら

せ

【日　時】5 月 24 日（日）
　※ 1組目は午前 7時 30分スタートです。
　各組スタート時間は組み合わせ決定後にお知らせし
ます。
【場　所】カントリークラブグリーンバレイ（白樺コース）
【参加費】2,000 円＋プレイ費 10,000 円
★�参加を希望される方は、各支部ゴルフ部長にお申し込
みください。

第 35回山梨県ジュニアテニス選手権
◇ 12歳以下シングルス
優勝　中谷郁斗（𣇃米）
◇ 12歳以下ダブルス
優勝　中谷郁斗・久保嶋亮太
◇ 18歳以下シングルス
優勝　中谷彩（𣇃米）
◇ 18歳以下ダブルス
優勝　中谷彩・内藤亜美

スポーツの結果

か
じ
ま
る
ス
ポ
ー
ツ
だ
よ
り

第
5
回
富
士
川
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
開
催
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■
老
い
は
足
か
ら
や
っ
て
く
る

　
以
前
と
比
べ
て
歩
く
速
さ
が
遅
く

な
っ
た
、
少
し
歩
い
た
だ
け
で
す
ぐ

に
疲
れ
て
し
ま
う
、
椅
子
か
ら
立
ち

上
が
る
と
き
に
痛
み
や
違
和
感
が
あ

る
な
ど
の
自
覚
が
あ
る
方
は
、
足
腰

の
衰
え
が
始
ま
っ
て
い
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
今
の
う
ち
か
ら
運
動
習
慣

を
身
に
つ
け
て
、
い
つ
ま
で
も
元
気

で
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

■
何
歳
か
ら
で
も
遅
く
な
い
！

　
筋
力
の
低
下
は
運
動
の
継
続
と
積

み
重
ね
で
予
防・改
善
が
で
き
ま
す
。

「
も
う
今
さ
ら
」と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
実
際
に
60
歳
や
70
歳
を
過

ぎ
て
か
ら
運
動
を
始
め
た
方
の
多
く

が
、
体
の
変
化
を
実
感
し
、
筋
力
や

体
力
を
向
上
さ
せ
て
い
ま
す
。

■
地
区
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す

　
町
で
は
「
い
き
い
き
筋
力
向
上
教

室
」と
し
て
、
鰍
沢
地
区
で
9
か
所
、

増
穂
地
区
で
は
15
か
所
、
月
1
〜
2

回
開
催
し
て
い
ま
す
。
無
理
な
く
、

楽
し
く
、
心
身
の
活
性
化
が
図
れ
ま

す
。
ま
た
、
仲
間
作
り
も
で
き
、
参

加
者
か
ら
は
「
歩
く
こ
と
が
楽
に

な
っ
た
」「
動
く
こ
と
が
苦
に
な
ら
な

く
な
っ
た
」「
気
軽
に
参
加
で
き
て
よ

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
各
地
区
に
よ
り
開
催
場

所
、
開
催
日
時
が
異
な
り
ま
す
の
で

チ
ラ
シ
な
ど
で
ご
確
認
の
上
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
な
お
、
こ
の
事
業
は
、

各
地
区
の
介
護
予
防
サ
ポ
ー
ト
リ
ー

ダ
ー
の
方
々
や
区
の
役
員
の
ご
協
力

の
も
と
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
年
齢
を
重
ね
て
も
い
き
い
き
と
自

分
ら
し
く
過
ご
す
た
め
に
、
気
軽
に

一
歩
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
お
問
い
合
わ
せ

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
22
―
4
6
1
5

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

　
『
食
』は
、
単
に
身
体
を
健
康
に
す

る
だ
け
で
な
く
、
心
も
豊
か
に
し
て

く
れ
ま
す
。
町
で
は
、
5
つ
の
基
本

目
標
を
柱
に
、「
健
全
な
食
生
活
」を

目
指
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
食
と
健
康
に
関
心
を
持
つ

　
保
育
所
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
で
は
、“
朝
食
を
食
べ
る
園
児
の

割
合
”
が
88
％
（
H
25
）
か
ら
94
％

（
H
26
）
に
増
加
し
ま
し
た
。
一
方

で
、
朝
7
時
ま
で
に
起
き
る
子
ど
も

の
割
合
は
6
割
弱
に
と
ど
ま
っ
て
い

ま
す
。十
分
な
睡
眠
や
食
事
を
取
り
、

よ
く
遊
ぶ
こ
と
で
空
腹
感
や
食
欲
が

増
し
ま
す
。
そ
の
状
態
で
食
事
を
取

る
こ
と
で
、
気
持
ち
が
満
た
さ
れ
る

心
地
よ
さ
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
『
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
』を
活
用

し
、
食
に
対
す
る
関
心
や
知
識
の
普

及
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
食
事
バ

ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
を
知
っ
て
い
る
人
の

割
合
は
72
・
7
％
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら

い
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
意
識

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

　
環
境
に
配
慮
す
る

　
リ
ユ
ー
ス
食
器
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
ご
み
の
減
量
化
お
よ
び
リ
ユ
ー

ス
意
識
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
リ
ユ
ー
ス
食
器
申
請
利
用
件
数

は
、平
成
25
年
度
が
49
件
で
し
た
が
、

平
成
26
年
度
は
57
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
町
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、

地
区
の
行
事
で
利
用
す
る
機
会
も
増

え
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
富
士
川
町
食
育
推
進
計
画

に
基
づ
き
、
す
こ
や
か
で
笑
顔
あ
ふ

れ
る
ま
ち
「
ふ
じ
か
わ
」
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

※
『
富
士
川
町
食
育
推
進
計
画
』
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今月の担当は福祉
保健課です
☎ 22－7221

『
富
士
川
町
食
育
推
進
計
画
』

年
間
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す

今月は小河内保健師です。

足
腰
鍛
え
て
い
つ
ま
で
も

元
気
で
長
生
き
！
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富
士
川
町
、
目
標
達
成
！

　
何
の
こ
と
か
、と
思
う
で
し
ょ
う
。

こ
れ
は
、
わ
が
富
士
川
町
役
場
に
お

け
る
指
導
的
地
位
に
女
性
が
占
め
る

割
合
の
こ
と
で
す
。

　
富
士
川
町
で
は
女
性
管
理
職
を
積

極
的
に
登
用
し
、
昨
年
度
は
29
％
、

今
年
度
は
30
％
と
な
り
ま
し
た
。

目
標
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

　
目
標
は
、政
府
が
定
め
た
も
の
で
、

「
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、

2
0
2
0
年
ま
で
に
、
指
導
的
地
位

に
女
性
が
占
め
る
割
合
を
少
な
く
と

も
30
％
程
度
に
な
る
よ
う
期
待
す

る
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
30
％
を
超

え
て
い
る
の
で
達
成
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
の
で
す
。

ど
う
し
て
達
成
で
き
た
の
？

　
理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、

・
首
長
の
姿
勢
（
考
え
方
）

・�

女
性
が
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
が

整
っ
て
き
た

・
女
性
自
身
が
力
を
つ
け
て
き
た

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。

女
性
リ
ー
ダ
ー
が
増
え
る
と

ど
ん
な
影
響
が
あ
る
の
？

　
次
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

・�

男
女
を
問
わ
ず
優
秀
な
人
材
が
活

躍
で
き
る
よ
う
に
な
る

・�

女
性
の
声
が
反
映
さ
れ
や
す
く
な

る
・�

多
様
な
視
点
が
加
わ
り
、
新
た
な

価
値
や
商
品
な
ど
が
創
造
さ
れ
る

・�
人
材
な
ど
の
確
保
に
繋
が
り
、
社

会
全
体
に
活
力
を
与
え
る

な
ど
で
す
。

し
か
し
、

障
害
に
な
る
こ
と
は
な
い
の
？

　
保
育
な
ど
に
お
け
る
家
族
の
支
援

や
公
的
サ
ー
ビ
ス
、
長
時
間
労
働
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

女
性
が
働
き
続
け
る
た
め
に
は

・�

保
育
所
な
ど
、
子
ど
も
を
預
け
ら

れ
る
環
境
の
整
備

・�

女
性
が
働
き
続
け
る
こ
と
へ
の
周

囲
の
理
解
・
意
識
改
革

・�

男
性
の
家
事
参
加
へ
の
理
解
お
よ

び
意
識
改
革

な
ど
が
必
要
で
す
。

　
町
で
は
学
童
保
育
は
す
で
に
小
6

ま
で
拡
大
さ
れ
て
い
ま
す
。
長
時
間

労
働
を
是
正
し
、
男
性
の
育
児
休
業

の
取
得
率
を
引
き
上
げ
る
取
り
組
み

な
ど
に
よ
り
、
女
性
が
働
き
続
け
、

活
躍
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

［ 3 月分］　

工　事　名　・　件　名 場　　所 落札金額（円）
（消費税抜） 落　札　者

農道大久保尻大掘田線及び農地災害復旧工事 最 勝 寺 15,700,000 ㈱ 天 満 組

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

　県では、森林環境税を財源として、森林の公益的
機能の維持・増進を図ることを目的に、森林環境保
全推進事業を実施しています。この事業は、森林所
有者が費用の負担をすることなく森林の整備ができ
ます。
◆事業内容
①�荒廃森林再生事業…木が混み合ったスギ・ヒノキ・
マツ・などの人工林の間伐

②�里山再生事業…集落に近い場所にあるヤブとなっ
た森林の除伐
③�広葉樹の森づくり事業…植樹したが、育たない場
所や、植栽できずに困っている山林の広葉樹の植
え付けとその後の育林作業
◆事業実施に伴う制約
　実施すると20〜30年間は山林以外の地目へ変更
することや、木を一度に全部切ることができなくな
ります。
※詳細はお問い合わせください。
●お問い合わせ
　県峡南林務環境事務所森づくり推進課
　　　　　　　　　　　　　☎055−240−4168
　農林振興課　農林振興担当　☎22−7214

森林を所有する皆さまへ 農業振興地域（農振）の
除外申し出を受け付けます！
　農業振興地域の農用地（田、畑）に、住宅などを建
築する場合には、あらかじめ農振農用地から除外しな
ければ、転用することができません。
　農振除外は、該当する農用地が転用の必要があり、
特に緊急性および実現性が認められるものについて、
申し出を受け付けます。
　ただし、受け付けしたものすべてが除外されるとは
限りませんのでご了承ください。
【除外要件】農用地（田、畑）の使用目的を早急に変更
（住宅用地などに）する場合
【受付期日】5月11日（月）から6月12日（金）まで（土
日祝祭日を除く）の午前8時30分〜午後5時15分
【申出方法】「農用地区域除外申出書」に、必要事項を
ご記入の上、必要書類を添付し、農林振興課までお申
し出ください。
※�農林振興課（役場分庁舎 3階）に備え付けてあるほ
か、町ホームページからダウンロードできます。

●お問い合わせ
　農林振興課　農林振興担当　☎22−7214
※�申出書の内容確認をさせていただきますので、お手数
でも直接ご提出ください。

女性の活躍に期待！

富士川町
男女共同参画推進委員会
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【
イ
ベ
ン
ト
情
報
】

■
5
月
17
日
（
日
）

「
春
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

　
好
評
の
文
化
ホ
ー
ル・春
フ
リ
マ
。

心
地
よ
い
季
節
に
、
み
ん
な
で
の
ん

び
り
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

◇
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

◇
会
場　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
庭
園

【
チ
ケ
ッ
ト
情
報
】

■
5
月
16
日
（
土
）
発
売
！

◇
開
催
日
時　
6
月
27
日
（
土
）

午
後
2
時
開
演

◇
入
場
料　

自
由
席
2
，5
0
0
円

（
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会
員
2
，3
0
0

円
・
中
学
生
以
下
5
0
0
円
）

　
富
士
川
町
の
歌「
明
日（
あ
し
た
）

を
生
き
る
」（
作
詞
：
江
宮
隆
之
）
を

作
曲
し
た
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ

ー
池
田
綾
子
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

し
ま
す
。
今
回
は
、
光
の
切
り
絵
作

家
酒
井
敦
美
の
光
る
切
り
絵
が
ス
テ

ー
ジ
い
っ
ぱ
い
に
投
影
さ
れ
る
素
敵

な
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
ご
家
族
お
揃

い
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
み

ん
な
で
町
の
歌
を
歌
い
ま
し
ょ
う
！

■
5
月
21
日
（
木
）
発
売
！

◇
日
時　
6
月
21
日
（
日
）
午
後
2

時
開
演

◇
入
場
料　

自
由
席
1
，0
0
0
円

（
ス
イ
ー
ツ
・
ド
リ
ン
ク
付
き
）

◇
出
演　

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
デ
ル

フ
ィ
ー
ネ

■
6
月
13
日（
土
）午
前
9
時
発
売
！

　
ア
リ
ス
時
代
の
名
曲
「
遠
く
で
汽

笛
を
聞
き
な
が
ら
」
や
、
ソ
ロ
活
動

で
の
代
表
曲
「
愛
し
き
日
々
」
な
ど

ヒ
ッ
ト
曲
の
多
さ
で
他
を
圧
倒
し
て

い
る
堀
内
孝
雄
が
富
士
川
町
に
登
場

し
ま
す
。
フ
ォ
ー
ク
系
か
ら
演
歌
ま

で
の
幅
広
い
フ
ァ
ン
に
支
持
さ
れ
て

い
る
“
べ
ー
や
ん
（
愛
称
）”
の
面
白

ト
ー
ク
＆
魅
力
的
な
歌
声
に
、
ど
う

ぞ
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
7
月
12
日
（
日
）
午
後
4

時
開
演

◇
入
場
料　

全
席
指
定
6
，0
0
0

円
（
文
化
ホ
ー
ル
友
の
会
員
5
，

8
0
0
円
）
※
未
就
学
児
は
入
場
で

き
ま
せ
ん
。

【
募
集
情
報
】

　
文
化
ホ
ー
ル
で
は
、
体
験
学
習
企

画
と
し
て
次
の
講
座
の
受
講
者
を
募

集
し
ま
す
。
お
電
話
で
お
気
軽
に
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　
7
月
28
日（
火
）、29
日（
水
）

2
日
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◇
対
象　

小
学
生
か
ら
高
校
生
ま

で
、
定
員
50
人

◇
内
容　
落
語
っ
て
な
あ
に
？　
小

噺
に
挑
戦
！

◇
受
講
料　
無
料

◇
日
時　
7
月
4
日（
土
）、5
日（
日
）

2
日
間　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◇
対
象　
小
学
生
高
学
年
か
ら
中
学

生
ま
で
、
定
員
10
人

◇
内
容　
み
ん
な
で
映
画
作
り
に
挑

戦
！

◇
受
講
料　
無
料

◇
日
時　
6
月
13
日（
土
）、14
日（
日
）

2
日
間　
午
後
1
時
〜
5
時
30
分

◇
対
象　
18
歳
以
上
、定
員
20
人（
初

心
者
向
け
）

◇
内
容：ビ
デ
オ
撮
影
、
パ
ソ
コ
ン
編
集

◇
受
講
料
：
1
，0
0
0
円

※
指
導
：
㈱
ブ
レ
イ
ン

※
講
座
修
了
者
で
希
望
さ
れ
る
方

は
、
矢
崎
監
督
指
導
の
映
画
制
作
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ（
7
月
予
定
）に
ス
タ

ッ
フ
手
伝
い
と
し
て
参
加
で
き
ま
す
。

◇
日
時　
5
月
30
日（
土
）、6
月
28
日

（
日
）2
回　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◇
対
象
：
高
校
生
以
上
、
定
員
20
人

◇
内
容
：
シ
ナ
リ
オ
と
は
。
富
士
川

町
の
架
空
の
あ
る
一
家
族
の
物
語
を

創
作
し
ま
す
。

◇
受
講
料
：
2
，0
0
0
円

※
本
講
座
の
シ
ナ
リ
オ
優
秀
作
は
、

7
月
制
作
予
定（
演
技
講
座
）の「
富

士
川
日
記
2
0
1
5
年（
仮
称
）」の

台
本
に
採
用
い
た
し
ま
す
。

【
予
告
】6
月
に
は
、
矢
崎
監
督
の
映
画
制

作
講
座
第
2
弾
と
し
て
「
演
技
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
」の
参
加
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

（
注
）‌�

当
文
化
ホ
ー
ル
の
発
売
初
日
は
窓

口
販
売
の
み
と
な
り
ま
す
。

☎ 22−8811　FAX 22−8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信

池
田
綾
子

音
と
光
り
絵
コ
ン
サ
ー
ト

好
評
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
ス
イ
ー
ツ・ク
ラ
シ
ッ
クV

ol.7

」

矢
崎
仁
司
映
画
監
督
指
導

「
子
ど
も
映
画
制
作
体
験
教
室
」

特
別
企
画

堀
内
孝
雄
コ
ン
サ
ー
ト

2
0
1
5

矢
崎
仁
司
映
画

「
富
士
川
日
記
2
0
1
5
」

　
映
画
制
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　「
シ
ナ
リ
オ
講
座
」

林
家
彦
い
ち
指
導

「
熱
血
こ
ど
も
ら
く
ご
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

映
画
作
り
を
趣
味
に
し
ま
せ
ん
か
？

「
映
画
制
作
入
門
講
座
」

平成 27. 5 月号　No.62（20）



【
短　

歌
】

花
型
に
組
み
こ
ま
れ
た
る
飛
石
が
茶
草
庵
ま
で
道
案
内
す

	

仙
洞
田
紀
子

縄
飛
び
の
数
を
か
ぞ
え
て
五
歳
児
が
き
の
う
の
十
五
を
越
え
る
ま
で
跳
ぶ

	

斉
藤
さ
よ
子

能
面
の
展
示
会
場
入
口
で
こ
ろ
ん
で
泪
で
は
っ
き
り
見
え
ず

	

大
森
ま
つ
ゑ

【
俳　

句
】

菱
餅
を
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〜感動的な閉校記念式典を終えて〜

深沢　　茂さん　（平林）
増穂西小学校閉校記念事業実行委員会会長

　3月21日（土）に開催された増穂西小学校閉校記念式典で閉校事業実
行委員会会長を務めた深沢さんにお話を伺いました。

■閉校記念式典を終えて今の気持ちを聞かせてください。
　昨年の11月から準備を進めてきたのですが、歴史が長い学校なので、
昔の写真などを集めるのが大変でした。たくさんの方々に参加していただ
いて、とても感動的な会でした。さみしいの一言です。
■西小学校での思い出は？
　昔は給食がなくて、家に昼ごはんを食べに帰っていました。やっぱり運
動会や遠足が一番思い出に残っています。

■西小学校の自慢は？
　先生との家族のようなつながりや教育が、小規模校ならでは
のいいところだと思います。
■今後について
　西小学校の活動の一つだった樽太鼓の存続ができないかと考
えています。それから、校舎の有効活用についてもこれから平
林区のみなさんと考えていきたいです。
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登下校の交通安全を誓う
増穂小

　4月 8日（水）、
交通少年団結団式
が行われました。
志村町長などから
6年生の代表児童
3人に横断旗と黄
色い帽子が手渡さ
れ、全校児童が交
通ルールを守るこ
とを誓いました。

永年の功績に感謝状
　4 月 10 日
（金）、平成 11
年より 16 年間
行政相談委員を
務めた依田美代
さん（鰍沢北）
に総務大臣より
感謝状が贈呈さ
れました。

大法師公園さくら祭り
3月28日〜4月5日

　4月 1日に満開
を迎え、祭り期間
中は県内外から多
くの来場者が訪れ
ました。2000 本
の桜と一緒に、特
設ステージでの
ショーや模擬店を
楽しみました。

富士川河川敷の
「かわまちづくり計画」が認定

　4月 7日（火）、
国土交通省甲府河
川国道事務所の田
中所長より志村町
長に「かわまちづ
くり計画」の変更
について認定登録
証が授与されまし
た。

児童センターなどに本をプレゼント
映画「じんじん」富士川町上映実行委員会

　3月15日（日）、
読書に親しむ「朗
読発表会」が行わ
れました。開催に
先立ち、昨年 12
月に行われた映画
上映会の還元金で
購入した書籍が実
行委員会から贈呈
されました。

100歳の誕生日
おめでとうございます

　3月30日（月）、
𧦴藤　一さん（長
澤）が、めでたく
100歳の誕生日を
迎えられました。

鎮魂の桜を植樹
大法師公園

　3月 14日（土）、都
留市出身のシンガーソ
ングライターしらいみ
ちよさんが公園内に
50 本の桜を植樹しま
した。しらいさんは、
東日本大震災の犠牲者
を悼み、2万本の桜を
植樹する活動をしてい
ます。

入園、入学おめでとう
　町内保育所、
小・中学校で入
所式、入学式が
行われました。
（左）4 月 2 日
（木）、第 1保育
所入所式
（右）4 月 3 日
（金）、鰍沢小学
校入学式
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話題書ぴっくあっぷ！

『火花』又吉直樹　著
『NHKドラマ・ガイド　まれ』Part 1
『オーダタル・クラウド』藤井太洋　著【日本SF大賞】
『まるまるの毬』西条奈加　著【吉川英治文学新人賞】
『平蔵狩り』逢坂剛　著　【吉川英治文学賞】

『鹿の王』上・下
上橋菜穂子　著

（国際アンデルセン賞　受賞）

1 位『鹿の王』上橋菜穂子／KADOKAWA／角川書店
2位『サラバ！』西　加奈子／小学館
3位『ハケンアニメ！』辻村　深月／マガジンハウス
4位『本屋さんのダイアナ』柚木　麻子／新潮社
5位『土漠の花』月村　了衛／幻冬舎

第 20回日本絵本大賞
『ふしぎなともだち』
日本絵本賞
『みずくみに』『12にんのいちにち』

♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡♡

お詫びと訂正
　広報 4月号裏表紙のアイドルステージ欄中に
誤りがありました。今月号で、再度掲載しお詫
び申し上げます。

5月 9日（土）・23（土）
午前 11時〜正午

町民会館 1階和室
またはロビー

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　10 万円　原田潔様（鰍沢中）
　「亡母 も江様のご遺志により町の振興のために」
一金　500 万円　保坂精治様（鰍沢中）
　「甲州鰍沢温泉かじかの湯の運営のために」
一金　10 万円　井上榮治様（天神中條）
　「亡父文雄様のご遺志により町の地域振興のために」
一金　10 万円　秋山千秋様（天神中條）
　「亡父山田豊市様のご遺志により町の振興のために」

戸籍の窓
自 3月 1日　至 3月 31 日　届出（敬称略）

おめでた（出生）
	 地　区	 氏　名	 性別	 保護者
	天 神 中 條	 佐野　進平	（しんぺい）	 男	 昭　博
	小　　　林	 保坂　悠晴	（ゆうせい）	 男	 憲　一
	青　柳　町	 水野　　煌	（こ　う）	 男	 隼　人
	青　柳　町	 齋藤璃桜奈	（りおな）	 女	 徹
	青　柳　町	 平塚モリー智紘	（ちひろ）	 女� フルカアマノ，クリスティアンパウル
	髙　　　下	 山口　未生	（み　お）	 女	 宗一郎

およろこび（結婚）
	 地　区	 氏	 名	 （ 旧 姓 ）
	最　勝　寺	 望月　裕太	 琴　美	 （ 小 林 ）
	天 神 中 條	 大森　和真	 可菜恵	 （ 小 林 ）
	天 神 中 條	 長澤　民雄	 麻衣子	 （ 武 川 ）
	天 神 中 條	 近藤　大介	 美穂里	 （ 村 松 ）
	長　　　 	 山下　祐樹	 澄　香	 （ 望 月 ）
	青　柳　町	 深澤　勇太	 美沙子	 （ 芦 部 ）
	中　　　部	 望月　英紀	 美　幸	 （ 河 西 ）

おくやみ（死亡）
	 地　区	 氏　名	 年齢	 届出人
	最　勝　寺	 大森　満哉	 73	 毅
	最　勝　寺	 深 　一由	 81	 勝　　彦
	最　勝　寺	 原　　正士	 77	 明
	天 神 中 條	 長澤　武人	 44	 り　　か
	𣇃　　　米	 小 　義郎	 96	 安
	長　　　 	 金丸　重郎	 97	 光　　重
	青　柳　町	 内藤　昭雄	 66	 昭　　子
	青　柳　町	 名取　昭典	 86	 毅
	青　柳　町	 西川カヲル	 82	 春　　男
	小　　　室	 井上　文雄	 90	 榮　　治
	鰍　沢　北	 坂本もとよ	 99	 直　　文
	鰍　沢　北	 野 　　喬	 36	 哲　　彦
	鰍　沢　中	 原　　國雄	 95	 俊　　郎
	鰍　沢　中	 中 　廣子	 87	 宏　　樹
	鰍　沢　中	 遠藤　悦子	 72	 征　　司
	鰍　沢　南	 西尾　雄三	 71	 芳　　樹
	鰍　沢　南	 遠藤つぎ江	 86	 貞　　広
	鰍　沢　南	 土屋　秀夫	 68	 富 久 美

ひとのうごき（ 4月 1日現在）
人　口	 16,009 人	 （－ 68）
　男	 7,767 人	 （－ 39）
　女	 8,242 人	 （－ 29）
世　帯	 6,300 戸	 （－ 11）	 ※ (　) 内は対前月比

5月は図書館振興の月

赤ちゃんの絵本20冊
取り揃えてお待ちしています！

決定

おはなし会
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3 歳くらいのお子さまの写真を募集しています。

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

藤井　杏
あん

吏
り

ちゃん　6歳（鰍沢北）
　バラの花をがんばって折りました。ママへの“母の日”のプレゼントです。よろこんでくれる
かな？♪

渡邉　　葵
あおい

ちゃん
（ 4歳 3カ月・小林）
父　誠さん・母　美加さん

渡邉　大
だい

地
ち

くん
（ 1歳 10カ月・小林）
父　誠さん・母　美加さん

Mail:kikaku@town.fujikawa.lg.jp

詳しくはこちら 富士川町　アイドル

いつもニコニコだいちゃん
☆その笑顔にみんな癒され
ているよ♡

歌と踊りが大好きなあー
ちゃん♪将来は歌のおねえ
さん…かな☆

星野　稀
き

咲
さ

ちゃん
（ 1歳 10カ月・鰍沢中）

父　一大さん・母　久美子さん

おてんば娘の稀咲♪
元気いっぱい優しい女の子
にそだってね♡
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